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【問合せ先】　地域産業課　☎ ０２９－２４０－７１２４

長蛇の列を作った常陸牛のテント

県内外から名産品が集合しました

ジャンボかぼちゃでちょっと休憩

大賑わいの会場

県内シジミや白魚等、涸沼産食材と郷土料理を使った丼やカレーを
開発した茨城大学調理研究ゼミ

３ 平成27年12月１日広報いばらき３
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早口言葉で詐欺防止！
（茨城県警察音楽隊）

大人も子どももひぬ丸くんも！
楽しく踊ろう「いばらき音頭」

見事特賞ゲット！（ビンゴ大会）

　

11
月
１
日
（
日
）、
茨

城
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
館
前
駐
車
場
を

中
心
に
、「
２
０
１
５　

い

ば
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き
ま
つ
り
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
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当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
昨
年
を
大
き
く
上
回

る
約
１
万
８
千
人
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
賑
や
か
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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平成 2７年度平成 2７年度
上半期収支状況上半期収支状況
平成 2７年度平成 2７年度
上半期収支状況上半期収支状況
平成 2７年度
上半期収支状況

歳入　収入済額　　54億 1,465万円　　歳出　支出済額　　44億 3,904万円

予　算　額 収入済額 予　算　額 支出済額

町税　  

地方交付税　  

国庫支出金  

町債  

県支出金  

繰越金  

その他  

34 億 8,734 万円34億 8,734 万円

20億 430万円20億 430万円

28億 337万円28億 337万円

20億 1,845 万円20億 1,845 万円

14億 1,573 万円

4億 1,770 万円

10億 2,280 万円

0万円

9億 9,236 万円

1億 1,256 万円

2億 1,459 万円

2億 1,459 万円

14億 8,968 万円

6億 5,005 万円

38億 3,261 万円38億 3,261 万円

20億 430万円20億 430万円

34億 8,734 万円

20億 430万円

28億 337万円

20億 1,845 万円

38億 3,261 万円

20億 430万円

17億 3,710 万円

7億 1,841 万円

16億 6,183 万円

5億 8,907 万円

11億 2,666 万円

3億 4,478 万円

8億 2,119 万円

4億 206万円

7億 8,467 万円

3億 1,536 万円

14億 6,182 万円

5億 6,080 万円

民生費

総務費

教育費

土木費

公債費

衛生費

その他

　茨城町財政事情書の作成及び公表に関する条例に基づいて、
町民の皆さまにまちの財政状況がどのようになっているかを
知っていただくため、上半期の収支状況をお知らせいたします。
　下半期におきましても、なお一層の行財政改革に取り組み、
皆さまの大事なお金を有効に使わせていただきます。

一　般　会　計

特　別　会　計
支　出　済　額収　入　済　額予　算　額会　　計　　名

20億769万円21億9,168万円51億9,240万円国民健康保険特別会計
7,887万円1億682万円3億1,028万円後期高齢者医療保険特別会計

12億1,103万円14億8,179万円29億6,046万円介護保険特別会計
1億787万円1億1,190万円2億6,650万円農業集落排水事業特別会計
2億9,113万円2億6,291万円6億9,838万円公共下水道事業特別会計

公 営 企 業 会 計 
支　出　済　額収　入　済　額予　算　額会　　計　　名

1億4,429万円2億8,380万円7億4,621万円水道事業 ３条 収益的収支
－1,187万円1億7,237万円水道事業 ４条 資本的収入

1億296万円－3億9,343万円水道事業 ４条 資本的支出
12万円3万円482万円工業用水道事業 ２条 収益的収支
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平成 26 年度平成 26 年度
決算報告決算報告

平成 26 年度平成 26 年度
決算報告決算報告

平成 26 年度
決算報告

　歳入　　　　　115億 9,329万円　　　歳出　　　　　110億 9,864万円

町税町税

自主財源
　町が自主的に調達したお金。町税をはじ
め、繰越金や繰入金、使用料、手数料、寄
付金等です。

歳計剰余金歳計剰余金

民生費民生費

教育費教育費

土木費土木費

農林水産業費農林水産業費

その他

公債費公債費

総務費

繰入金繰入金
自主財源その他自主財源その他

地方交付税地方交付税

国県支出金国県支出金

町債町債

町税

歳計剰余金

民生費

教育費

土木費

農林水産業費
公債費

繰入金
自主財源その他

地方交付税

国県支出金

町債

依存財源その他依存財源その他依存財源その他

町税・・・35億 8,532万円
皆さまが納めた税金です。

繰入金・・・3億 1,886万円
町の預金から繰り入れたお金です。

自主財源その他・・・8億 7,106万円
施設の使用料、諸証明発行に係る手数料
などです。 

依存財源
　国や県からのお金。地方交付税や各種交
付金、国県支出金や町債などです。

地方交付税・・・26億 7,159万円
他市町村との財源の均衡を保つために国か
ら配分されるお金です。

国県支出金・・・23億 6,858万円
特定の事業や事務に対して国や県から補助
されるお金です。

町債・・・11億 4,840万円
町が借入れるお金です。

依存財源その他・・・6億 2,949万円
地方消費税交付金や各種交付金です。

歳計剰余金・・・4億 9,465万円
歳入額と歳出額を差し引いたお金です。
使い道としては、町の預金への積み立て
や平成 27年度の繰越金としています。

民生費・・・34億 2,636万円
子どもから高齢者までの福祉にかかる費
用です。

教育費・・・19億 2,193万円
小中学校や幼稚園の管理運営にかかる費
用です。

総務費・・・16億 3,752万円
町役場の運営や文化振興、情報化推進に
かかる費用です。

土木費・・・10億 3,449万円
道路や河川、公園等の建設や修繕にかか
る費用です。

公債費・・・9億 5,886万円
まちの借入金の返済費用です。

農林水産業費・・・6億 4,912万円
農業振興や農産物ＰＲ、就農者支援にか
かる費用です。

その他・・・14億 7,037万円
予防接種や観光公園、消防の運営にかか
る費用です。

　皆さまが納めた税金や国・県からの補助金がどのよう
に使われたのかを知っていただくために、まちの歳入・
歳出における決算状況をお知らせいたします。
　また、併せて「平成26年度における健全化判断比率
及び資金不足比率」についてお知らせいたします。

一　般　会　計

特　別　会　計　及　び　公　営　企　業
差　引　額歳　　出歳　　入区　　分
1億5,011万円44億4,877万円45億9,888万円国民健康保険

62万円2億9,818万円2億9,880万円後期高齢者医療保険
8,522万円28億4,420万円29億2,942万円介護保険
586万円2億5,446万円2億6,032万円農業集落排水事業
940万円6億4,296万円6億5,236万円公共下水道事業
4,160万円7億9,022万円8億3,182万円上水道事業 ３条 収益的収支　

▲2億6,777万円4億2,469万円1億5,692万円上水道事業 ４条 資本的収支
21万円460万円481万円工業水道事業

　上水道事業 ４条 資本的収支の不足額は留保資金等で補てんしています。

健　全　化　判　断　比　率　及　び　資　金　不　足　比　率
財政再生基準（％）早期健全化基準（％）茨　城　町（％）

2013.94－①実質赤字比率
3018.94－②連結赤字比率
35259.0③公債費比率
－35080.2④将来負担比率
－20－⑤資金不足比率

　①②⑤については赤字でない（＝黒字）ため、「－」と表示しております。
　早期健全化基準及び財政再生基準に達していないため、茨城町は健全団体となっております。
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ここが
変わる 農地等の利用の最適化推進へ

農業委員会の役割が「農地等の利
用の最適化推進」として強化され
ます。

新たに「農地利用最適化推進委員」
が設置されます。

選挙は廃止！

農業委員、農地利用最適化推進委員の選任イメージ

町長 町農業委員会

農業委員 申請者

町農業委員会

県ネットワーク機構
（農業会議）

県知事

農地利用最適化
推進委員

町議会

地域の農業者や農業団体

推薦・公募

農地制度も改正されます。

１ 農業生産法人から農地所有適格法人へ

●30アール超の転用施意見聴取必須。
●30アール以下施意見聴取することができる。

農業委員会ネットワーク ①申請

②意見
聴取

③意見
回答

④意見＋申請書提出 ⑤許可

【問合せ先】茨城町農業委員会事務局
☎ 029-240-7117

具体的な内容（定数・募集要項）については、
今後町の条例等で定めます。

農委、農地制度農委、農地制度農委、農地制度農委、農地制度農委、農地制度
「農業委員会等に関する法律」の一部改正が、平成２7年９月４日公布されました。これに伴い、農業委員の選出に
あたっては、地域の農業者や農業団体に候補者の推薦公募を行い、市町村長は推薦・公募の結果を尊重して、議会の
同意を得て任命することになります。具体的な推薦・公募の実施については、平成28年１月上旬に行う予定です。

１

2

3

「農地等の利用の最適化推進」とは、以
下の成果を上げるために出し手農家を
訪問して農地中間管理機構への貸付を促
すなどの掘り起こしや担い手とのマッ
チングのための話し合いなどの活動を
行うことです。

●農業経営の規模拡大、農地等の集団化

●耕作放棄地の発生防止・解消

●農業への新規参入の促進

①法律上の名称を「農地所有適格法人」に変更。
②構成員に占める農業者以外の割合も議決権の
　２分の１未満まで認める。
③法人の理事等の要件も１人以上が農作業に常
　時従事すればよい。

委
嘱

任
命

同　

意

・町長が議会の同意を得て
任命します。
・地域の農業者や農業団体
に候補者の推薦を求め、
公募も行います。

・農業委員の過半数は、認定
農業者であること。

・年齢、性別等に配慮するこ
とも求められています。

今回の農地法改正では、農業の６次産業化を進
めるため、農地の所有が認められている法人の
要件である農業生産法人制度について、３つの
変更が行われます。

2 農地転用制度が変更されます
県知事等の農地転用の許可に際しては、農業委
員会は県知事等に意見を送付することが法律で
定められています。
この際、農業委員会はあらかじめ「県農業委員
会ネットワーク機構（県農業会議）」の意見を聞
きます。

また、農業委員会は、必要があると認めるとき
は、県知事等に対して違反転用に対する命令、そ
の他必要な措置を要請できることとなります。
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～ 遊 び に お い で よ～　遊　び　に　お　い　で　よ　～

町子育て支援センターでは、子育て親子に寄り添いながら、

親子のふれあいと子どもとの絆作りを大切にした活動を行っています。

～ 遊 び に お い で よ～　遊　び　に　お　い　で　よ　～～～　遊　び　に　お　い　で　よ　～

 ○遊戯室「まんまるーむ」は、子育て親子の遊びと交流の場です。 
＊遊具や手作りおもちゃ（写真）があり、ゆったり楽しく親子で過ごせる場
所です。遊びを通して他の親子とも交流ができ、初めて利用する方でも安
心して過ごせます。「読み聞かせ」「ミニ・セミナー」も実施していますので、
ぜひ遊びに来てください。

 ○子育てセミナーを実施しています。 
＊町内の未就学児とその保護者を対象に、親子がふれあう子育てセミナー
を行っています。活動には子育てボランティアの皆さんのご協力を頂い
ていますので、小さいお子さん、兄弟姉妹のいるご家庭でも安心して参加
することができます。

 ○子育て支援情報を提供しています。 
＊ゆうゆう館エントランスホールにて『情報コーナー』を設置し、町内各幼
児施設、関係各機関の子育て支援情報のチラシを置いています。

－　詳細はお問合せください。　－
【問合せ先】　こども課　子育て支援センター　☎０２９－２９１－０９８０

茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内

★遊戯室『まんまるーむ』開放★：日曜、祝日を除き午前９時から午後５時まで
－年末年始は、１２月28日（月）から１月４日（月）までお休みです－

≪ 今月の活動予定　≫

★　読み聞かせ　★
・日時　６日(水）・20日（水）
　　　　午前10時45分～11時
・場所　遊戯室「まんまるーむ」
－子育てボランティアによる
読み聞かせを実施しています。－

★　　『ミニ・セミナー』　★　
・日時　毎日　午前１１時から
・場所　遊戯室「まんまるーむ」
－親子でふれあって遊んだり、うたったり、

楽しい時間を過ごしましょう。－
毎日内容を変えて実施しています概
＊状況により実施しない場合があります。＊

『子育て相談日』 　　　―　予約不要　―
日時　13日（水）　午前９時30分～11時30分
内容　保健師、管理栄養士による相談、身体計測　≪場所：健診室≫

―　町保健センターと連携して実施しています―

手作りのおもちゃの数々 手作り流し台、
　　食器などを使って遊べます。

みんな大好きボールプール
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涸沼ラムサール条約登録記念
第３回茨城町涸沼環境フェスティバル

　涸沼自然公園を会場に、「第３回茨城町涸沼環境フェスティバル」が開催されました。涸沼は今年５
月に水鳥を中心とした生物や湿地の保全、そしてワイズユース（賢明な利用）を目的とした国際条約ラ
ムサール条約に登録されており、今回はラムサール条約登録記念となります。
　環境フェスティバルでは、フナの稚魚放流や自然観察会、有識者によるパネルディスカッション、小
学校で行われている涸沼浄化活動の発表などが行われ、今後涸沼の環境をいかにして守っていくか、ど
のように活用していくかを再度考える機会となりました。

10/18
（日）

茨城町観光ボランティア活動中！

　茨城町観光協会では、今年７月に「茨城町観光ボランティ
ア」を設立し、町内外からの観光客の皆さまに茨城町の魅力を
発信しています。
　この日は、千葉県佐倉市の「佐倉印旛沼ネットワーカーの
会」をお迎えし、４名の観光ボランティア（清水さん、野地さ
ん、中村さん、青山さん）がラムサール条約湿地に登録された
涸沼とそこに集う鳥たち、涸沼にまつわる歴史を紹介しました。
　広浦周辺のかつての風景と大杉神社にまつわる話をした青山
さんは、「茨城町のことをよく知ってもらえるよう丁寧に説明
した。今後は町の名産品のＰＲなどにも力を入れていきた
い。」と話してくれました。

10/15
（木）

フナの稚魚放流体験 自然観察会

パネルディスカッション
（写真左から）
山口萬壽美氏（日本鳥類保護連盟茨城県支部長）　
小菅　次男氏（茨城生物の会会長）
清水　　澄氏（茨城町水と自然を守る会会長）

涸沼浄化の活動報告（石崎小学校）
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認知症サポーター養成講座

　

9/30
（水）

　認知症について正しく理解し、認知症の方とその家族を温か
く見守り支える「認知症サポーター」を養成する講座が、町内
各小学校で実施されました。
　同講座を茨城町で初めての実施となる長岡第二小学校の５年
生たちは、茨城町社会福祉協議会と包括支援センターの職員に
よる認知症の概要および茨城町における現状の説明を受けると
ともに、実技を交えて認知症の方との接し方を学びました。
　講座を受講した児童たちは、「認知症の方を見かけたら優し
く声をかけてあげたい。」「家にひいお婆ちゃんがいるので、今
日学んだことを家族にも話そうと思う。」と認知症サポーター
としての第一歩を踏み出しました。

地域を守る消防団
茨城県消防ポンプ操法競技大会４位入賞

　

10/4
（日）

　茨城県立消防学校（長岡）において、消防ポンプ車を
使用した消火活動の腕前を競う第66回茨城県消防ポン
プ操法競技大会県央地区大会が行われました。
　同大会には６市町から自動車ポンプの部に10チー
ム、小型ポンプの部に３チームが参加。茨城町からは第
１分団（長岡地区）が自動車ポンプの部に出場しまし
た。
　選手たちは応援に来た家族や消防団の仲間たちから声
援を受け、迅速な行動とチームワークで見事４位入賞を
果たし、さらに２番員の雨谷選手（写真前列左から３番
目）は個人賞を受賞しました。

茨城町農業公社
学生を招き農業研修を開催

10/８
（木）

 

選手紹介（第１分団）
　指揮者　雨ヶ谷祐一　３番員　中川　　健
　１番員　小野　翔平　４番員　小沼　淳一
　２番員　雨谷　清人　補助員　道川　大樹

　茨城町農業公社は、茨城町で就農してもらう意欲を高めようと、茨城県立農業大学校の学生29名を
招き、研修会を開催しました。 
　この日は、サツマイモの収穫体験やトマト生産農家
との意見交換、ＪＡ水戸の集荷所を見学しました。 
　茨城町農業公社では、７月19日に鯉淵学園、10月
２日には日本農業実践学園の学生を招いて研修会を開
催しており、今後も農業を志す学生と農家との交流を
通して、新たな町農業の担い手を確保するための取り
組みを行っていきます。
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健康増進課（保健センター）12月の予定
日 曜日 事　業　名 　     受付時間
1
4
7

9

10
14
18
21
22

火
金
月

水

木
月
金
月
火

大腸がん検体回収※3.8.21日も実施
ごっくん（離乳食）教室
健診結果説明会
（下雨ヶ谷ふるさとコミュニティセンター）
健康相談
育児相談
骨粗しょう症予防教室
健診結果説明会（ゆうゆう館）
2歳児歯科検診
健診結果説明会（桜の郷コミュニティセンター）
３歳児健診

  8:30～10:00
  9:45～10:00
13:00～14:00

  9:00～11:30
10:00～10:15
  9:15～  9:30
13:00～13:30
12:50～13:30
13:00～14:00
13:00～13:30

す
こ
や
か
な
妊
娠
と
出
産
の
た
め
に 

「
妊
娠
届
出
は
お
早
め
に
！
」

　

妊
娠
に
気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
は
病
院
に
行

き
ま
し
ょ
う
。
妊
娠
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
健

康
増
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
へ
妊
娠
届
出

書
を
提
出
し
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

窓
口
で
は
、
母
子
健
康
手
帳
や
妊
婦
健
診

（
14
回
）
を
一
部
公
費
負
担
で
受
け
ら
れ
る

受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
保
健
師
に

よ
る
相
談
、
茨
城
町
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

「
妊
婦
健
診
は
定
期
的
に
！
」

　

安
心
し
て
出
産
を
迎
え
る
た
め
に
公
費
で

受
け
ら
れ
る
妊
婦
健
診
を
必
ず
受
け
て
く
だ

さ
い
。
妊
婦
健
診
を
受
け
な
い
ま
ま
、
お
産

の
時
に
初
め
て
病
院
を
受
診
す
る
こ
と
は
大

変
危
険
で
す
。

　

妊
婦
健
診
で
は
、
妊
婦
さ
ん
の
健
康
や
、

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
育
ち
具
合
を
み
る
た
め

に
、
身
体
測
定
や
血
液
・
血
圧
・
尿
な
ど
の

検
査
を
し
ま
す
。

　

特
に
、
貧
血
、
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
、
妊

娠
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
は
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ

ん
の
発
育
に
影
響
し
、
母
体
の
健
康
を
損
な

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

妊
婦
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
病
気
な
ど

に
早
く
気
づ
き
、
早
く
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
妊
婦
健
診
】

●
妊
娠
23
週
（
第
６
か
月
）
ま
で

…

毎
月
１
回

●
妊
娠
24
週
（
第
７
か
月
）
以
降

…

月
２
回
以
上

●
妊
娠
36
週
（
第
10
月
）
以
降…

毎
週
１
回

　

健
康
増
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、

妊
婦
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
を
対
象
に
「
ハ
ッ

ピ
ー
子
育
て
メ
ー
ル
」
の
配
信
や
、
パ
パ
マ

マ
教
室
な
ど
を
実
施
し
、
す
こ
や
か
な
妊

娠
・
出
産
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
、
風
邪
に
か
か
り
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

手
洗
い
や
う
が
い
を
す
る
こ
と
で
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
食
生
活
の
面
も
見
直
し

て
風
邪
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〇
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
事
！

　

日
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
を
ま
ん
べ
ん
な
く
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
風
邪

予
防
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
や
免
疫
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
身
体

を
温
め
る
食
品
（
ね
ぎ
、
に
ん
に
く
、
生
姜
な
ど
）
と
一
緒
に
食
べ
て
、
身
体
へ
の
効
果

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

・
基
礎
体
力
を
つ
け
、
抵
抗
力
を
高
め
る
食
材

…

魚
介
類
、
卵
、
肉
類
、
大
豆
製
品
、
乳
製
品
等

・
免
疫
力
を
高
め
る
食
材…

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
イ
チ
ゴ
、
み
か
ん
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
等

・
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
を
保
護
す
る
食
材…

緑
黄
色
野
菜
、
う
な
ぎ
、
チ
ー
ズ
等

・
疲
労
回
復
や
免
疫
機
能
を
高
め
る
食
材…

牡
蠣
、
レ
バ
ー
、
ナ
ッ
ツ
類
等

健康増進課
（保健センター）
　札
240-7134

※ａの卵や小麦粉は、天ぷら粉でも代用できます。
☆は風邪予防に効果があるとされる食材です。
豚ヒレ肉や玉ねぎ、赤ピーマンは、ゆで大豆と同じ大きさに
切ることで食べやすくなります。

(作り方)
①豚肉は１㎝角に切り、大豆
　は水気を切る。玉ねぎと赤
　ピーマンはそれぞれ粗みじ
　ん切りにする。
②ボールにａを入れて混ぜ合
　わせ、①を加えてよく混ぜ
　る。
③揚げ油を170～180℃に熱
　し、②をスプーンで食べや
　すい大きさにすくって入れ、
　カラリと揚げる。
④お皿に③とレモンを一緒に
　盛ってできあがり。

☆豚ヒレ肉
☆ゆで大豆
　玉ねぎ
☆赤ピーマン
☆卵
 （割りほぐす）
　小麦粉
☆根生姜
　（すりおろす）　
☆にんにく
　（すりおろす）
　白いりごま
　塩

　こしょう
　揚げ油
☆レモン

120ｇ
120ｇ
80ｇ
40ｇ
１個

40ｇ
少々

少々

小さじ１
小さじ
１/２
少々
適量
１/２個

材料 ４人分

a
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《
短
歌
》

《
俳
句
》

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所
氏
名

明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２ 

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

　
　
　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６

 

障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
満
65
歳
以
上
の
方
で
、
身
体
の
障
害
ま
た
は

認
知
症
の
状
態
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
は
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

発
行
し
ま
す
。

　

所
得
の
申
告
に
あ
た
り
、
こ
の
認
定
書
を
提
示
す
る
こ
と
で
「
障
害
者
控
除
」
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
は
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
で
す
。

《
要　

件
》

・
茨
城
町
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
茨
城
町
の
介
護
保

険
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。

・
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
認
定
、
ま
た
は
要
支
援
認
定
（
以
下
「
要
介
護
認
定
等
」）

を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
要
介
護
認
定
等
を
受
け
て
い
る
方
と
同
程
度
の
障
害
状
態

に
あ
る
方
。

※

要
介
護
認
定
等
を
受
け
て
い
る
方
と
同
程
度
の
障
害
状
態
を
理
由
に
申
請
す
る
方
に
つ

い
て
は
、
面
接
調
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

要
介
護
認
定
等
の
調
査
資
料
を
も
と
に
判
断
し
ま
す
。
要
介
護
度
の
み
で
一
律
に
判
断

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
申
請
に
つ
い
て
》

　

①
申
請
者　

控
除
対
象
者
（
本
人
）
ま
た
は
親
族

　

②
受
付
期
間　

平
成
27
年
12
月
１
日　

〜　

平
成
28
年
１
月
29
日

　
　
　
　
　
　
　

（
面
接
調
査
が
必
要
な
方
は
、
平
成
27
年
12
月
15
日
ま
で
）

　

③
窓　
　

口　

社
会
福
祉
課
（
１
階
３
番
窓
口
）

　

④
持
参
す
る
も
の　

控
除
対
象
者
の
印
鑑（
親
族
の
方
に
よ
る
申
請
は
、
親
族
者
印
が
必
要
）

　
　
　
　
　
　
　

介
護
保
険
被
保
険
者
証

　

⑤
手
数
料　

無　

料

　

⑥
交　
　

付　

後
日
郵
送
し
ま
す
。
（
平
成
28
年
１
月
以
降
送
付
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　

※

即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】　

社
会
福
祉
課　

☎
０
２
９
（
２
９
１
）
８
４
０
７

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
発
行
に
つ
い
て

平
成
27
年
分
申
告
用　

〜
所
得
税
や
住
民
税
の
障
害
者
控
除
〜

《
短
歌
》

（
評
）
田
口
さ
ん―

高
浜
虚
子
に
「
新
米
の
其
一
粒

の
光
か
な
」
と
い
う
作
が
あ
る
。
田
口
さ
ん
の
句
を
読

ん
で
、
そ
れ
を
思
い
だ
し
た
。
新
米
は
、
特
に
朝
食

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
中
島
さ
ん―
こ
の
句
も
食

事
ど
き
の
一
情
景
。「
文
化
の
日
」
は
十
一
月
三
日
。

国
民
の
祝
日
の
こ
の
日
は
、
い
つ
も
と
は
違
っ
た
食
べ

物
が
食
卓
を
飾
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
子
ど
も
の
箸
遣

い
に
も
美
し
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
秋
山
さ
ん―
「
竹

の
春
」
は
秋
の
季
語
。
ど
こ
か
寂
し
い
情
景
を
よ
く

捉
え
て
い
る
。
上
田
さ
ん―

細
か
な
と
こ
ろ
に
留
意

し
て
の
作
句
。
表
現
は
大
胆
。
高
田
さ
ん―

柿
の
特

徴
を
言
い
得
て
い
る
。
丑
尾
田
さ
ん―

想
像
で
は
こ
の

よ
う
な
句
は
で
き
ま
い
。

（
評
）
岡
山
さ
ん―

〈
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
重
要

な
湿
地
に
関
す
る
国
際
的
な
条
約
〉
が
イ
ラ
ン
の
ラ
ム

サ
ー
ル
で
最
初
に
採
択
さ
れ
た
の
で
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
日
本
で
は
釧
路
湿
原
や
琵

琶
湖
等
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
今
般
涸
沼
が
登
録
さ

れ
、
県
外
か
ら
も
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
萩
谷
さ

ん―

姉
妹
の
き
ょ
う
だ
い
愛
が
、
読
ん
だ
だ
け
で
伝

わ
っ
て
く
る
。
難
し
く
考
え
ず
に
、
生
活
の
中
か
ら
生

ま
れ
た
自
分
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
、
優
し
い
気
持
ち
が

受
け
取
れ
る
う
た
。
河
野
さ
ん―

カ
レ
ン
ダ
ー
の
残

り
枚
数
、
店
先
の
花
、
年
末
の
気
配
が
伝
わ
っ
て
く

る
。

○
新
米
の
程
良
く
炊
け
て
朝
餉
か
な

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

煙
文
化
の
日
児
の
美
し
き
箸
遣
ひ

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙
人
住
ま
ぬ
大
樹
の
屋
敷
竹
の
春

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

鍬
の
柄
に
止
ま
り
て
不
動
あ
き
あ
か
ね

上
田　
　

昭（
長　

岡
）

　

紅
葉
の
一
日
遅
れ
や
県
境

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　

夕
陽
浴
び
柿
色
付
い
て
天
に
在
り

高
田　

宗
雄（
大　

戸
）

　

雪
の
上
に
又
雪
捨
て
る
山
の
駅

丑
尾
田
和
一（
小　

幡
）

　

さ
さ
や
か
な
二
人
の
夕
餉
サ
ン
マ
焼
く

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

　

銀
杏
の
葉
色
付
き
始
め
庭
明
か
し

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

鴉
群
れ
塒
を
め
ざ
す
秋
の
暮

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

○
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
に
は
ず
み
つ

く
涸
沼
公
園
の
県
外
ナ
ン
バ
ー

 
岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

煙
新
米
を
届
け
る
先
は
妹
が
姉
に
「
今

年
も
良
く
味
わ
っ
て
ね
」

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

煙
カ
レ
ン
ダ
ー
も
残
り
は
二
枚
鉢
植
え

の
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
が
花
や
ぐ
店
先

河
野　

久
子（
昭　

和
）

　

台
風
禍
人
の
力
に
限
り
あ
り
そ
れ
で

も
や
は
り
助
け
合
わ
ね
ば

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

歩
い
て
も
駆
け
っ
こ
し
て
も
従
い
て

く
る
お
空
の
月
は
ぼ
く
の
友
達

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

枯
葉
舞
う
千
波
湖
畔
の
遊
歩
道
風
と

遊
び
て
落
葉
の
回
る

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

　

蒼
い
空
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
中
野
屋
で

見
事
に
や
っ
た
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　
「
〇
〇
君
エ
ン
ジ
ン
そ
ろ
そ
ろ
か
か
る

で
し
ょ
う
」運
動
会
に
先
生
が
息
子
に

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

老
い
ま
し
た
座
す
る
が
ま
ま
に
新
聞

を
声
出
し
て
読
む
一
人
居
の
と
き

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

夏
草
の
ベ
ッ
ド
に
寝
た
り
頬
に
風
秋

の
気
配
と
去
り
ゆ
く
夏
と

大
場　

邦
男（
長　

岡
）

《
俳
句
》

た

��
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１3

「おおきいおいもとれたよ！」

やなぎ　ちなつ（６歳）
「たのしかったおいもほり」

なかやま　だいき（６歳）

さ
く
ら
保
育
園

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集
　

き
ら
り
こ
ど
も
 行
 
あ
ん

 灯
 
ど
ん

　
茨
城
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、
三
世
代

交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
茨
城
町

の
日
（
２
月
　
日
）
に
「
き
ら
り
こ
ど
も

11

行
灯
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
前
回
も
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
で
小
学
生
の

作
品
を
照
ら
し
出
す
幻
想
的
な
空
間
が
大

変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
灯
作
成
を
祖
父
母
世
代
が
、

事
業
運
営
を
父
母
世
代
が
そ
れ
ぞ
れ
担
い
、

そ
し
て
小
学
生
が
 未
  来
 を
描
く
こ
と
に
よ

ゆ
 

め

り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う
と

い
う
事
業
で
す
。

　
そ
こ
で
青
年
部
で
は
、
次
回（
平
成
　
年
28

２
月
　
日
）
の
「
き
ら
り
こ
ど
も
行
灯
」

11

が
よ
り
良
い
三
世
代
交
流
事
業
に
な
る
よ

う
に
行
灯
の
組
み
立
て
を
手
伝
っ
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
行
灯
の
材
料
は
用
意
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
組
み
立
て
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
な
お
、
三
世
代
交
流
と
い
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
概
ね
　60

歳
以
上
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
茨
城
町
商
工
会
  担
当
 片
岡

☎
０
２
９
（
２
９
２
）
５
９
７
９

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

　
茨
城
町
で
は
、
涸
沼
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
を
記
念
し
て
写
真
展

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
自
慢
の
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間
　
平
成
　
年
　
月
　
日（
金
）ま
で

27

12

25

応
募
要
件
及
び
各
賞

・
涸
沼
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
風
景
』『
動
植
物
』『
生
活
・
文
化
』
の
３
分
野

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

・
平
成
　
年
１
月
以
降
に
応
募
者
自
身
が
撮
影
し
た
未
発
表
作
品
（
他
の
コ

26

ン
ク
ー
ル
に
応
募
ま
た
は
印
刷
物
に
使
用
し
た
こ
と
が
無
い
も
の
）
と
し

ま
す
。

・
写
真
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
４
切
・
ワ
イ
ド
４
切
・
Ａ
４
サ
イ
ズ
と
し
、

テ
ー
マ
に
関
わ
ら
ず
、
応
募
で
き
る
作
品
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
合
成
等
画
像
加
工
し
た
も
の
、
お
よ
び
組
写
真
は
ご
応
募
で
き
ま

せ
ん
。

・
町
長
賞
（
最
優
秀
賞
）
／
１
名
　
議
長
賞
（
優
秀
賞
）
／
１
名
　

　
部
門
賞
／
３
名
（
各
分
野
か
ら
１
名
）

　
特
別
賞
／
３
名
（
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
記
念
写
真
展
の
来
場
者
の
投
票

　
　
　
　
　
に
よ
り
各
分
野
か
ら
１
名
ず
つ
選
出
）

　
な
お
、
入
賞
さ
れ
た
方
の
写
真
は
、
平
成
　
年
２
月
　
日
（
木
）
開
催
の

28

11

「
町
民
の
日
式
典
」
に
お
い
て
配
布
す
る
絵
葉
書
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

応
募
方
法

・
応
募
は
、
み
ど
り
環
境
課
へ
直
接
持
参
さ
れ
る
か
、
郵
送
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
応
募
の
際
に
は
、
作
品
ご
と
に
必
要
事
項
（
画
題
・
撮
影
年
月
日
・
撮
影
場

所
・
住
所
・
氏
名
）
を
記
入
し
た
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
・
問
合
せ
先
】
み
ど
り
環
境
課
　
☎
 ０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
３
５

　
〒
３
１
１
―
３
１
９
２
　
茨
城
町
小
堤
１
０
８
０
　

　
茨
城
町
役
場
み
ど
り
環
境
課

涸
沼
　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
記
念
写
真
展
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12月の納税
〇国民健康保険税（普通徴収） ８期
〇介護保険料（普通徴収） ５期
〇後期高齢者医療保険料（普通徴収） ６期
・税金は納期内に納めましょう。
・税収は、町の運営に欠かすことのできない貴重な財源です。
・口座振替を申し込まれている方は、前日までに預金
残高の確認をお願いします。

納期限は12月25日です

認 知 症 対 応 型 介 護 保 険 施 設

豊かな緑に包まれた環境で、
安心と安らぎのある介護
サービスを提供いたします

自然豊かな涸沼の湖畔で、
ふれあいがあり、温もりが
ある介護サービスを提供い
たします

グループホーム
茨城町中石崎 159-1  ☎029-240-8117 （担当 小柴） 茨城町中石崎 1055 ☎ 029-240-8321 （担当 久保田）

ひ ぬ ま グループホーム ひぬまの杜

入
居
者
募
集

随
時
見
学
可

　
茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
看

護
職
専
任
就
業
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日（
火
）

28

19

　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

30

▼
場
所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸

　（
水
戸
市
水
府
町
１
５
７
３
―
１
）

【
問
合
せ
先
】（
公
社
）
茨
城
県
看
護

協
会
・
茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
（
２
２
１
）
７
０
２
１

　
県
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス（
仕
事
と
仕
事
以
外
の
時
間

の
調
和
が
と
れ
て
い
て
、
ど
ち
ら

も
充
実
し
て
い
る
こ
と
）を
推
進
す

る
企
業
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

○
仕
事
と
生
活
の
調
和
支
援
奨
励

金
制
度

　
育
児
・
介
護
休
業
法
が
努
力
義
務

と
し
て
い
る
休
業
制
度
や
短
時
間
勤

務
制
度
等
を
導
入
し
、
実
際
に
制
度

を
一
定
期
間
利
用
し
た
従
業
員
が

い
た
場
合
、
中
小
事
業
主
に
対
し
て

奨
励
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
セ

ミ
ナ
ー
講
師
派
遣
の
ご
案
内

　
企
業
や
団
体
が
主
催
す
る
セ
ミ

ナ
ー
へ
無
料
で
講
師（
県
が
委
嘱
し

た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
期
限
は
平
成
　
年
２

28

月
　
日
で
す
。

12
【
問
合
せ
先
】
茨
城
県
労
働
政
策
課

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
６
３
５

　
中
退
共
は
、
半
世
紀
で
百
万
社
以

上
の
中
小
企
業
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
詳
し
く
は
「
中
退
共
」
で
検
索
し

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３
（
６
９
０
７
）
1
2
3
4

　
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
働
く
こ
と
に
悩
み

を
抱
え
た
　
歳
～
　
歳
ま
で
の
若

15

39

者
に
対
し
、
就
労
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
就
労
意
欲
が
あ
り
つ
つ
も
何
ら

か
の
課
題
を
抱
え
、
一
人
で
求
職

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
方

に
対
し
、
就
労
に
向
け
た
様
々
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
　
ま
ず
は
、「
い
ば
ら
き
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
水
戸
市
赤

塚
１
―
１
ミ
オ
ス
一
階
　
☎
０
２

９
―
３
０
６
―
７
５
６
６
）」
ま
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
県
職
業
能
力
開
発
課

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
６
５
６

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で

も
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

魅
力
の
通
信
制
の
高
校
で
す
。

　
卒
業
後
の
大
学
受
験
や
就
職
等

の
資
格
は
全
日
制
と
同
じ
で
す
。

▼
受
付
期
間
（
一
般
入
学
）　

　
平
成
　
年
３
月
　
日（
木
）

28

10

　
　
　
　
～
３
月
　
日（
水
）

23

※
願
書
の
交
付
は
１
月
　
日
（
火
）

12

か
ら
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
茨
城
県
立
水
戸
南
高
等
学
校

　
☎
０
２
９
（
２
４
７
）
４
２
８
４

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
間

第
一
回
　
　
月
１
日（
火
）～

12

　
　
　
　
　
　
２
月
　
日（
月
）

29

第
二
回
　
３
月
１
日（
火
）～

　
　
　
　
　
　
３
月
　
日（
日
）

20

【
問
合
せ
先
】

　
放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
（
２
２
８
）
０
６
８
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る

「
看
護
の
仕
事
」相
談
会

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
を

推
進
す
る
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

就
職
に
悩
み
を
抱
え
る

若
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
！

県
立
水
戸
南
高
等
学
校（
通
信
制
）

平
成
　
年
度
生
徒
募
集

28

放
送
大
学

平
成
　
年
４
月
入
学
生
募
集

28

12月号
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〇自治会
宮ケ崎一班9五　里　峰8駒　　渡9矢　　頭21長　岡　地　区
宮ケ崎三班10下雨ヶ谷9越　　安10矢頭（３班）22植　　農1
宮ケ崎６区11千　貫　桜10桜ヶ丘団地自治会11矢頭（６班）23馬　　渡2
宮ケ崎第五元宿12鳥　羽　田11サングリーン奥谷12矢頭（C棟）24大　　畑3
宮ケ崎第四13鳥羽田大山12下　飯　沼13矢頭（第二）25小　　鶴4

生　井　沢13下土師宿14矢頭３―１26近　　藤5
石　崎　地　区生井沢協栄14下土師新地15矢頭３―２27桜　団　地6

飯　　塚1板　　東15下土師仲塚16矢頭北２班28桜の郷南台第三7
後　　谷2古　　宿16蕎　麦　原17矢頭西区５班29ソレイユタウン8
金　　沢3増　　山17千　　勝18矢頭東区30常　　井9
新　　興4南　島　田18千勝（水府学園自治区）19谷　田　部31長　　岡10
台5野曽後谷20長岡第二11

東　永　寺6沼　前　地　区川　根　地　区中　丸　原12
遠　　西7網　　掛1上野合地区赤　　坂1前　　田13
中　石　崎8海　老　沢2秋　　葉1飯　　沼2前田３区12班14
長　　洲9小　　堤3小幡６班2奥　　谷3前田第１区15
中　　山10神　　宿4小幡９班3上　飯　沼4前田団地16
船　　渡11駒　　場5上雨ヶ谷4上飯沼南部5前田東区17
前　　谷12城　之　内6神　　谷5木部西部6三　　島18
桝　　原13昭　　和7下　　座6木部東部グリーンタウン7三原２班19
若　　宮14宮　ケ　崎8下座（諏訪山班）7木部南部8明光台団地20

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばららららららららららららららららららららららららららららららききききききききききききききききききききききききききききききままままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花いばらきまつりフィナーレ花火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火　協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛ののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介協賛のご紹介いばらきまつりフィナーレ花いばらきまつりフィナーレ花火火　協賛のご紹介協賛のご紹介
　今年の「いばらきまつり2015」のフィナーレ花火には、多くの自治会・事業所・個人に協賛いただきました。
順不同・敬称略にてご紹介いたします。

〇事業所及び個人
山崎登記測量事務所154セブンイレブン茨城町小堤店103㈱加藤建材52アーリーオカダ1
ヤマザキ理容室155そば処　しなの104㈱倉本商店53会沢　会沢省吾2
㈲秋元電設156太栄産業㈲105㈱栗原石油54秋葉園芸3
㈲石川興業157ダイコク住設106㈱コウリョウ55浅野石油㈱4
㈲石塚工務店158大黒家107㈱光和印刷56安島土建5
㈲市毛159大昭工業㈱108㈱コスモ計測57アマガイ住建6
㈲岩瀬工務店160髙野　肅109㈱コバヤシＰ＆Ｆ58有波歯科医院7
㈲大貫測量設計事務所161玉井自動車110㈱三陸観光59飯田屋化粧品店8
㈲柏屋商店162田家塗装111㈱進栄建設60飯沼自動車整備工場9
㈲カナイトレーディング163丁烹喜多蜂112㈱電研工業61井坂畳店10
㈲かみいし石材工業164寺内表具店113㈱涸沼建設工業62石川商店11
㈲キド本店165東洋コンクリート工業㈱114㈱平須自動車整備工場63石崎板金12
㈲栗田工業166外岡板金115㈱フェイス64石田園芸13
㈲恵和167鳶関組116㈱二重作電設65磯部商事㈲14
㈲光輝168トリハタ工業117㈱プロスパーがんこ屋66茨城ガスセンター協業組合15
㈲坂場設備工業169中多屋旅館118㈱湊長岡製作所67茨城ポンプサービス16
㈲佐藤工務店170中村建築㈲119㈱宮嶋造園土木68いばらき幼稚園17
㈲真田工務店171なごみ社労士事務所120㈱メディックス69茨城化工㈱18
㈲鈴木金物店172日東自動車機器㈱121㈱山本清掃社70茨城県北鹿行食肉協同組合19
㈲鈴木保商店173日東メンテナンス㈱122㈱レイク観光71茨城町金融団20
㈲園部芳雄商店174沼田産業　沼田一郎123㈱和家養豚場72茨城町自動車整備工業会21
㈲大樹175野口工業124㈱和幸工業73入江工務店22
㈲高崎電気176野原設備125カーライフサポートみのだ工場74医療法人　堀越医院23
㈲高野工業177バーバー＆ビューティーサロンキクチ126加部東鮮魚店75岩瀬自動車整備工場24
㈲田山塗装店178長谷川園芸127川澄建築76上田左官　上田洋一25
㈲ツルタメンテナンス179長谷川自動車128川澄設計事務所77上田準商店26
㈲デリカショップオカダ180ハナワ時計店129川又住設78上野石油27
㈲東海産業運輸181林建設工業㈱130川又電機商会79魚久鮮魚店28
㈲肉の木村屋182引田輪業131キムラ自動車80魚秀29
㈲のこや183ひぬま川土地改良区132ケーユー自動車81うおふね30
㈲畠井商店184広浦交通㈲133建築事務所Ｙ・Ｋ82内田養鶏場31
㈲藤枝商店185ヒロシ自動車整備工場134コアラ美容商事83Ｈ・Ｙ・Ｃ　横山英樹32
㈲藤幸工業186藤枝善行135鯉渕商店84江橋工務店33
㈲細谷建材187藤屋製菓136光栄食品85江幡左官工業34
㈲堀工業188芙蓉美容室137後藤建設86エバタ自動車商会35
㈲松田電設189+ＣＡＤ設計事務所138小林住宅設備87江幡精米所　江幡甚一36
㈲松屋仏具店190ブランシュールはなたつ139小松商店88エビサワ技工37
㈲ミートショップ倉本191フレンチ松庵140サイワイ商事㈱89海老沢牧場38
㈲ヤマト商事192ヘアーサロンフクダ141サカエ工業90大塚工務店39
㈲山西肥料店193報恩会石崎病院　田中芳郎142坂場工務店91大橋行政書士事務所40
㈲環舎涸沼194ホームショップ柏屋143さかば商店92緒方惟則41
㈲わたなべ195正高技研工業144魁93岡野石油店42
ユウキ設備工業196水野屋建設145佐久間自動車整備工場94小河原セメント工業㈱43
横山電工㈱197水戸食品衛生協会茨城町支部146佐藤工芸95鬼沢建築　鬼沢雄一44
吉澤商店198皆川商事㈱147佐藤方彦96小貫緑園45
吉田商店199ミナテック148サンメイトはぎや97㈱葵ホーム46
米川商店200美代志149静塗装98㈱石崎製作所47
ラッキー　海老沢文子201村田建築150柴田自動車整備工場99㈱茨城テーケィアール48
龍福電業社202村田正博　151松月堂菓子店100㈱エコス長岡店49
レインボーファーム　雨谷俊祐203メディア・クリエーションズ152関電気101㈱大蔵塗装工業50
渡辺豆腐店204ヤマギシ電装153セキグチメンテナンスサービス102㈱おぎ建興51

１5

ご協賛ありがとうございました。いばらきまつり実行委員会
　　　　　　　　　　　　　茨城町商工会
　　　　　　　　　　　　　茨城町　　　

【問合せ先】　茨城町商工会　☎ 029－292－5979
　　　　　　地域産業課　　☎ 029－240－7124

平成27年12月１日 広報いばらき平成27年12月１日 広報いばらき
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ひろば
情報
12月号月号12月号

　
1
9
4
8
年（
昭
和
　
年
）　
月

23

12

　
日
、
国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣

10言
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、

毎
年
　
月
　
日
を
「
人
権
デ
ー

12

10

（H
um
an
Rights

D
ay

）」と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終

日
と
す
る
　
月
4
日
か
ら
　
日
ま

12

10

で
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
各
種
の

人
権
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
人
権
週
間
に
当
た
り
、
人
権
は
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
の
人
に
も

あ
る
こ
と
を
考
え
、
お
互
い
に
相

手
の
立
場
を
考
え
、
豊
か
な
人
間

関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】
水
戸
地
方
法
務
局
　 

　
☎
 0
2
9（
2
2
7
）9
9
1
9

　
茨
城
県
県
央
農
林
事
務
所
管
内

の
お
い
し
い
農
産
物
や
加
工
品
を

試
食
販
売
し
ま
す
。
出
展
者
自
慢

の
農
産
物
や
加
工
品
が
当
た
る
抽

選
会
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
　
月
５
日（
土
）、６
日（
日
）

12

　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

10

▼
場
所
　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
水
戸
南

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

【
問
合
せ
先
】
茨
城
県
県
央
農
林
事

務
所
　
☎
０
２
９
（
２
２
１
）
３
０
１
２

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性

胃
腸
炎
や
食
中
毒
は
、
冬
場
に
増

加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
こ
れ
ま
で
に
検

出
例
の
少
な
い
新
し
い
遺
伝
子
型

の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｇ
Ⅱ
.
１
７
）

が
流
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
を
予
防

す
る
に
は
、
調
理
前
、
ト
イ
レ
の
後

な
ど
、
液
体
せ
っ
け
ん
を
用
い
、
入

念
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】
県
生
活
衛
生
課

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
４
２
４

　
県
女
性
青
少
年
課
で
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
県
内
の
青
少
年
関
係

の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
こ
と
や
家
庭
の
こ
と
、

非
行
の
こ
と
、
職
業
の
こ
と
な
ど

で
悩
み
や
不
安
が
あ
る
と
き
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
窓
口
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、「
茨
城
　

青
少
年
と
保
護
者
の
た
め
の
相
談

窓
口
」
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
県
女
性
青
少
年
課

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
１
８
３

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印

印
印
印
印
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ひ
た
ち
な
か
市

ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道「
初
日

の
出
・
初
詣
列
車
」

　
ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
で
は
、

平
成
　
年
元
旦
に
特
別
列
車
を
運

28

行
し
ま
す
。

〇
急
行
あ
じ
が
う
ら
号

　
勝
田
駅
午
前
５
時
　
分
発
、
阿

30

字
ヶ
浦
駅
５
時
　
分
着

57

〇
快
速
な
か
み
な
と
号

　
勝
田
駅
午
前
６
時
５
分
発
、
那

珂
湊
駅
６
時
　
分
着

21

〇
特
別
記
念
切
符

　
お
正
月
三
が
日
の
う
ち
１
日
の

み
有
効
な
特
別
フ
リ
ー
切
符
を
、

那
珂
湊
駅
、
勝
田
駅
湊
線
ホ
ー
ム

改
札
、
ひ
た
ち
な
か
商
工
会
議
所

に
て
　
月
１
日
か
ら
前
売
り
発
売

12

を
し
ま
す
。

　
大
人
９
０
０
円
、小
人
４
５
０
円

【
問
合
せ
先
】

ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
㈱
那
珂
湊
駅

　
☎
０
２
９（
２
６
２
）２
３
６
１

第
　
回
勝
田
全
国
マ
ラ
ソ
ン

64
大
会
の
開
催
に
伴
う
交
通
規

制
の
お
知
ら
せ

　
平
成
　
年
１
月
　
日（
日
）の
第

28

31

　
回
勝
田
全
国
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開

64催
に
伴
い
、
ひ
た
ち
な
か
市
お
よ

び
東
海
村
に
お
い
て
通
行
止
め
や

片
側
通
行
な
ど
の
交
通
規
制
を
実

施
し
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
勝
田
全
国
マ
ラ
ソ
ン

大
会
事
務
局
（
ひ
た
ち
な
か
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

　
☎
０
２
９（
２
７
２
）８
４
０
５

大
洗
町
　
第
　
回
大
洗
マ
ラ

33

ソ
ン
　
サ
ン
ビ
ー
チ
・
マ
イ
ル

レ
ー
ス

　
大
洗
の
潮
風
を
受
け
な
が
ら
、

砂
浜
な
ど
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と
ん

だ
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
ょ
う
。

▼
日
付
　
平
成
　
年
２
月
７
日（
日
）

28

▼
場
所
　
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

▼
参
加
資
格
　
健
康
で
走
る
こ
と

が
好
き
な
方

▼
申
込
　
大
洗
町
生
涯
学
習
課
へ

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
Ｆ

Ａ
Ｘ
可
、
電
話
不
可
。
申
込
書
は

大
洗
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
締
切
　
平
成
　
年
１
月
　

28

20

日
必
着

【
問
合
せ
先
】
大
洗
町
生
涯
学
習
課

　
☎
０
２
９（
２
６
７
）０
２
３
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
 ０
２
９（
２
６
７
）１
０
５
１

反射材 あなたの未来を 照らしてる
年末の交通事故防止県民運動（12/1～12/31）
　年末は日が暮れるのが早く、交通事故の多発が懸念
されます。車を運転する方は、安全運転を心がけま
しょう。　
　また、忘年会など、お酒を飲む機会も増えます。飲
酒運転は絶対にしないようにしましょう。

　
月
４
日
か
ら
　
日
ま
で

12

10

人
権
週
間
で
す

茨
城
を
た
べ
よ
う
！

農
産
加
工
品
・
地
産
地
消

直
売
所
フ
ェ
ア

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
！

青
少
年
と
保
護
者
の
た
め

の
相
談
窓
口

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばららららららららららららららららららららららららららららららききききききききききききききききききききききききききききききままままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火 協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛ののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介いばらきまつりフィナーレ花火 協賛のご紹介
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